
平成25年 №31 

 

○東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程 

 

制定理由 

  学位規則の一部を改正する省令の施行に伴い，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

  平成25年７月10日  教育研究評議会  審議・承認 

 

 

 



 東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成25年７月11日 

                      国立大学法人東京学芸大学長 

                              村 松 泰 子 

 

 

平成25年規程第29号 

  東京学芸大学学位規程の一部を改正する規程 

 

 東京学芸大学学位規程（昭和42年規程第14号）の一部について，別紙新旧対照表の右欄を，左

欄のように改正する。 

 

  

  



東京学芸大学学位規程の一部改正について 

 

    改正理由：学位規則の一部を改正する省令の施行に伴い，所要の改正を行うものである。  

改        正 現         行 

   

  〔省略〕 

 

（学位論文要旨及び審査要旨の公表） 

第３２条 本学は，博士の学位を授与したときは，学位を授与した日から３月

以内に，その学位論文の内容の要旨及び審査の結果の要旨をインターネット

の利用により公表するものとする。 

 （学位論文の公表） 

第３３条 博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から１年以内

に，その学位論文を公表しなければならない。ただし，当該学位を授与され

る前に，既に公表したときは，この限りではない。 

２ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事

由がある場合には，研究科長の承認を得て，当該論文の全文に代えてその内

容を要約したものを公表することができる。この場合、本学は，その論文の

全文を，求めに応じて閲覧に供するものとする。 

３ 博士の学位を授与された者が行う前二項の規定による公表は，当該博士の

学位を授与した本学の協力を得て，インターネットの利用により行うものと

する。 

  〔省略〕 

 

   附 則 

 この規程は，平成 25年７月 11日から施行し，平成 25年４月１日から適用す

る。 

  

  〔省略〕 

 

 （学位論文要旨及び審査要旨の公表） 

第３２条 本学は，博士の学位を授与したときは，学位を授与した日から３月

以内に，その学位論文の内容の要旨及び審査の結果の要旨を公表するものと

する。 

 （学位論文の公表） 

第３３条 博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から１年以内

に，その学位論文を印刷公表しなければならない。ただし，当該学位を授与

される前に，既に印刷公表したときは，この限りではない。 

２ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事

由がある場合には，研究科長の承認を得て，当該論文の全文に代えてその内

容を要約したものを印刷公表することができる。この場合、本学は，その論

文の全文を，求めに応じて閲覧に供するものとする。 

 

 

 

  〔省略〕 

 


